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　羽沢ガーデンの建造物と庭園等の価値について以下に述べる。

　なおこの見解は、表門以外は直接接見の機会が与えられなかったので、文献・写真等の諸資料および敷地外部からの遠望によるものである。

１）建造物について

　建造物は主体部分は大正4年（1915）の建物とされ、関東大震災や第2次大戦の空襲で多くを失った東京都内にあっては、今やこの時期の建物も年代的に大変貴重な存在である。

　建物について、後藤治・三船康道監修の『東京の近代建築』は、次のように指摘している。

1、 武家屋敷を彷彿とさせる和風を基調にした大規模な母屋をもつ（中略）好例である。

2、 接客用の場所に洋風の意匠を用いるのは、明治以降の近代建築にしばしばみられる手法である。

3、 各建物や部屋配置には巧みな工夫を読み取ることができる。

4、 随所に大正期の近代建築らしい要素が盛り込まれている。

5、 室内は、各室の意匠をかえるなど工夫が凝らしてあるが、過度に華美な装飾を用いることもなく、落着いた意匠でまとめられている。

　すなわち、和風を基調とし接客部分には洋風の意匠を用いるという近代建築の特色をもち、建物や部屋の構造が巧妙で、過度に華美ではない落着いた意匠を見せ、全体として大正期の近代建築らしい建物だというのである。監修者の一人である後藤治氏は、もと文化庁に勤務し、都内はもちろん全国の文化財建造物に精通した建築史家で、上記の見解は専門家としての的確な指摘と考えてよい。

　建造物で現在直接見ることができる表門だけを見ても、本瓦葺の屋根、放射状のいわゆる扇垂木などが見せる落着いた品格のある意匠、優れた大工技術の冴えを見せる部材の納まり、質の高い材木を利用した構成など、上記の『東京の近代建築』の指摘が十分に首肯できることを裏付けている。

　大正期の近代建築の優れた特色をもち、今や少なくなってしまったこの時代の特色をよく示す建物なのだが、それ以外に、玄関・和風・洋館・離れなどの諸室からなり、接客部分・生活部分・設備部分がすべてそろって現存する点も大変貴重である。なぜなら、接客部分などオモテ（表）の部分は残されてもオク（奥）あるいはウラ（裏）の生活に直結する部分は早く失われる場合が多いからである。大正という時代の生活文化を知る上に、またとない歴史的価値をもっている。また、諸室が連結されつつ現存するこの建物は、全体として規模が大きい点も特色としてあげねばならない。

　さらに、建造年代が大正4年と明確な点も、これまた大きな価値を有している。年代が明確でない建物を研究する際、年代上の指標となるからである。

　また、建物の周囲に庭が展開し、庭と建物が一体となって存在している点も注目しなければならない。庭園史、造園史はもとより、生活史等からも貴重な存在だからである。

　建造物の価値を論じるとき、参考になるのは国の重要文化財の指定基準である。重要文化財の指定基準は、（一）意匠的に優秀なもの、（二）技術的に優秀なもの、（三）歴史的価値の高いもの（四）学術的価値の高いもの、（五）流派的又は地方的特色において顕著なもの、以上5点のうちどれかに該当するものとなっている。

　これに照らし合わせて考えると、羽沢ガーデンの建造物は、すでに説明したように、（五）以外すべての項目に当てはまる。

　文化財的な価値が顕著なことがよくわかるであろう。

２）、庭および植生について

　すでに述べた通り、羽沢ガーデンは、庭と建物が一体となった優れた存在である。都内に緑が少なくなったことを嘆く声が高い中にあって、ここはこの地域にかろうじて残された貴重な緑の空間である。羽沢ガーデンの専有の庭としての価値のみならず、都内の貴重な緑の空間として、そしてまた地域の重要な景観構成要素として、その価値ははかりしれない。

３）、歴史的意義について

　すでに知られている通り、羽沢ガーデンは当初中村是公の自邸として建てられた。是公についてはすでに明らかにされているのでここではくり返さないが、是公の自邸であること自体が、大きな歴史的価値を持っている。そしてまた、これもすでに知られているように、将棋の名人戦で使われ、社会の注目を集める舞台ともなった。このような歴史的な背景が歴史的な価値を高めていることは言うまでもない。

　以上のように羽沢ガーデンは、建造物の価値、庭の価値、歴史的価値、いずれにおいても高い価値を有し、東京都の貴重な緑の空間としても高い価値がある。ここのその保全を強く望む次第である。

以　上
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